
15 広報まえばし

親
子
自
然
教
室
「
赤
城
山
で
ツ
ツ

ジ
や
チ
ョ
ウ
の
観
察
を
し
よ
う
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
７
日
�
午
前
９
時
、
児

童
文
化
セ
ン
タ
ー
集
合
　
会
場
＝
赤

城
山
　
対
象
＝
小
１
以
上
と
そ
の
親
、

三
十
人
（
抽
選
）

内
容
＝
ツ
ツ
ジ

や
チ
ョ
ウ
の
観
察
　
申
し
込
み
＝
５

月
31
日
�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
で（
一
家
族
一
通
）。
教
室
名
・

人
数
・
住
所
・
氏
名
（
子
ど
も
は
学

年
も
）・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒
３

７
１
―
０
０
１
３
前
橋
市
西
片
貝
町

五
丁
目
七
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー「
親

子
自
然
教
室
係
」（
�
２
２
４
―
２
５

４
８
）へ
　
そ
の
他
＝
弁
当
、
水
筒
、

雨
具
、
敷
物
、
帽
子
を
用
意
。
６
月

１
日
�
午
前
10
時
に
公
開
抽
選
を
実

施
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
支
援
を
す
る
「
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
、
次
の
六

カ
所
の
保
育
所
（
園
）
で
実
施
。
零

歳
か
ら
就
学
前
の
児
童
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
専
任
の
保
育
士
が
相

談
に
応
じ
た
り
、
行
事
を
楽
し
ん
だ

り
、
情
報
を
提
供
し
た
り
し
ま
す
。

□
あ
ゆ
み
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
朝
倉
町
八
六
一
�

２
６
５
―
３
３
２
２
　
内
容
＝
子
育

て
ひ
ろ
ば
「
あ
ゆ
み
」、
育
児
講
座
、

サ
ー
ク
ル
活
動（
絵
本
・
手
づ
く
り
）、

年
齢
別
活
動

□
愛
泉
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
江
木
町
五
一
八
�

２
６
８
―
３
４
２
３
　
内
容
＝
ふ
れ

あ
い
保
育「
の
び
の
び
」、障
害
児
相

談
、
あ
そ
ぼ
う
あ
か
ち
ゃ
ん

□
中
央
大
橋
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
石
倉
町
五
丁
目
一

七
―
六
�
２
５
２
―
３
６
３
７
　
内

容
＝
な
か
よ
し
プ
ラ
ザ
、園
庭
開
放
、

プ
ラ
ザ
通
信

□
岩
神
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
岩
神
町
二
丁
目
五

―
一
二
�
２
３
１
―
１
６
９
６
　
内

容
＝
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
岩
神
、
親
子

エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

通
信

□
上
細
井
保
育
園

所
在
地
・
電
話
＝
上
細
井
町
一
三
七

―
五
�
２
３
４
―
１
７
１
１
　
内
容

＝
チ
ャ
オ
バ
ン
ビ
ー
ノ
ク
ラ
ブ
、
園

庭
・
園
内
開
放
、
ク
ラ
ブ
開
放

□
第
二
保
育
所

所
在
地
・
電
話
＝
三
河
町
一
丁
目
一

八
―
二
六
�
２
４
３
―
９
５
６
０
　

内
容
＝
ふ
れ
あ
い
保
育
「
コ
ア
ラ
ク

ラ
ブ
」、サ
ー
ク
ル
活
動
、園
庭
開
放

○
…
問
い
合
わ
せ
は
各
保
育
所（
園
）

へ
。

□
理
科
自
由
研
究
教
室

日
時
＝
６
月
21
日
�
・
８
月
17
日
�
、

�
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
�
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝

両
日
と
も
参
加
で
き
る
�
は
小
３
・

小
４
と
そ
の
親
、
十
五
組
�
は
小
５
・

小
６
、
三
十
人（
各
抽
選
）

内
容
＝

研
究
テ
ー
マ
の
見
つ
け
方
・
進
め
方
・

ま
と
め
方
　
申
し
込
み
＝
６
月
10
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。

教
室
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
。

小
３
・
小
４
は
親
の
氏
名
も
）・
電
話

番
号
・
学
年
を
明
記
し
、
〒
３
７
１

―
０
０
１
３
前
橋
市
西
片
貝
町
五
丁

目
七
・
児
童
文
化
セ
ン
タ
ー
「
理
科

自
由
研
究
教
室
係
」
へ
　
そ
の
他
＝

筆
記
用
具
、
フ
ァ
イ
ル
を
用
意
。
６

月
11
日
�
午
前
10
時
に
公
開
抽
選
を

実
施

チ
ョ
ウ
な
ど
の
観
察

赤
城
山
で
自
然
教
室

育
児
講
座
な
ど

子
育
て
支
援
し
ま
す

友達つくりの場に

児
童
文
化
セ
ン
タ
ー

�
２
２
４
―
２
５
４
８

前
橋
工
科
大
で
は
、
昼
間
主

コ
ー
ス
の
三
年
次
編
入
学
生
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
募
集

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

試
験
日
＝
６
月
13
日
�

会
場

＝
前
橋
工
科
大
　
募
集
人
数
＝

建
設
工
学
科
、
建
築
学
科
、
情

報
工
学
科
、
各
五
人
　
選
抜
方

法
＝
書
類
審
査
、
面
接
　
出
願

期
間
＝
６
月
３
日
�
〜
６
日
�

○
…
問
い
合
わ
せ
は
同
大
�
２

６
５
―
０
１
１
１
へ
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
災
害
時
の

医
療
救
助
活
動
や
血
液
事
業
、
国

内
外
で
の
救
援
活
動
を
実
施
。
こ

れ
ら
の
事
業
は
社
員
に
納
め
て
い

た
だ
く
社
費
や
、
法
人
な
ど
か
ら

の
寄
付
金
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
員
と
は
、
赤
十
字
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
、
毎
年
資
金
（
五
百
円
以
上
）

を
納
入
し
て
い
た
だ
く
人
の
こ
と
。

五
月
・
六
月
に
自
治
会
の
役
員
が
社

員
の
勧
誘
に
伺
い
ま
す
。
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
大
口

の
寄
付
金
は
税
法
上
の
優
遇
措
置

も
あ
り
、
い
つ
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
個
人
・
法
人
は
問
い
ま

せ
ん
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
生
活
課
�
８

９
０
―
６
２
３
７
へ
。

ファミリー・サポート・センターでは入
会希望者を対象に説明会を開催します。
これは、育児の援助を受けたい人と、育
児をお手伝いしたい人がそれぞれ会員登録
をし、相互に援助する活動。急な残業のと
き、保育所や塾などへの迎えを依頼できる
など会員登録をしておけば安心です。なお、
資格や年齢は問いません。
日時＝６月４日�午後１時30分～２時30分
会場＝勤労女性センター（総合教育プラザ
内） 会員区分＝�おねがい会員（育児の
援助をお願いしたい会員）�まかせて会員
（育児の援助を行う会員）�どっちも会員
（育児をお願いしたり、手伝ったりする会
員） 申し込み＝同センター�230-9007へ

前
橋
工
科
大

赤
十
字
社
員
に
ご
加
入
く
だ
さ
い

ファミリー・サポート・センター

５
月
・
６
月
に
勧
誘
を
実
施
し
ま
す


